
地域防災力向上
シンポジウム in 岩手2018

平成22年、京都大学大学院情報学研究科博士後期課程修
了。JICAで国際協力に携わった後、（公財）人と防災未来セン
ター主任研究員、名古屋大学減災連携研究センター特任准教
授を経て、平成29年4月より兵庫県立大学大学院減災復興政
策研究科准教授。専門は、防災危機管理、被災者支援、防災
教育、国際協力。博士（情報学）。

阪本 真由美 氏
兵庫県立大学大学院
減災復興政策研究科 准教授 「未来へつなぐ地域防災のあり方」

◎パネリスト／ 千葉 とき子 氏 （岩手県婦人消防連絡協議会長）
 藤原 由巳 氏 （矢巾町消防団 団長）
 谷村 歩 氏 （北上市消防団／岩手大学認定 防災リーダー）
 春成 実咲 氏 （神戸学院大学 防災女子）
 川原 直也 氏 （岩手県立大学 総合政策学部） 

当日プログラム ※プログラム内容は変更になる場合がございます。

私たちの身近な地域防災を未来へつなげる私たちの身近な地域防災を未来へつなげる

●基調講演

●パネルディスカッション

事例発表① 「女子大学生が取り組む防災啓発活動」
神戸学院大学 防災女子
事例発表② 「オモイをカタチに～大学生による
　　　　　 災害支援の取り組み～」
岩手県立大学 総合政策学部

　岩手県では、東日本大震災をはじめとした近年の各種災
害における経験・教訓を踏まえ、県民が自らの身を自らが守
る意識の醸成、地域の安全を地域が守る体制の整備及び
実効的な防災体制の整備について、県、市町村、地域住
民、地域コミュニティ、事業者等が連携・協力して取り組んで
います。しかし、人口減少と著しい高齢化の進展により、地
域防災リーダーの高齢化や地域防災の担い手不足が大き
な課題となっています。こうした状況を踏まえ、県民一人ひと
りが災害から身を守る力を備え、地域の安全は地域が守る
体制の一層の整備を図るとともに、地域防災の新たな担い
手の育成や地域コミュニティ活動に対する機運醸成を図る
ことを目的に地域防災力向上シンポジウムを開催します。

平成30年2月4日日 開場12:30／開会13:00／閉会16:20（予定）

花巻温泉ホテル千秋閣グレイトホール瑞雲
（花巻市湯本1-125）

■主　催　消防庁、岩手県、花巻市、（公財）岩手県消防協会　■共催　岩手日報社
■後　援　（公財）日本消防協会、（一財）日本防火・防災協会、全国消防長会、岩手県婦人消防連絡協議会、全国地方新聞社連合会

◎コーディネーター／阪本 真由美 氏

「災害に強い
　　地域をつくる
 ─命を守る自助・共助─」



地域防災力向上
シンポジウム in 岩手2018

私たちの身近な地域防災を未来へつなげる

「地域防災力向上シンポジウム in 岩手」係

FAX019-653-9153

岩手日報社広告事業局事業部 
「地域防災力向上シンポジウム」係
TEL.019-653-4121 ※土、日、祝を除く 9:30～17:00

郵便番号、住所（聴講券送付先）、氏名、電話番号、参加希望
人数をご記入の上、はがき、FAX、メールまたは岩手日報
ホームページの応募フォームにてお申込みください。応募
多数の場合は抽選のうえ、聴講券を送ります。

◆はがき 〒０２０‒８６２２ 盛岡市内丸３‒７
 岩手日報社広告事業局事業部
 「地域防災力向上シンポジウム」係
◆Ｆ Ａ Ｘ ０１９‒６５３‒９１５３
◆メール bousairyoku@iwate-np.co.jp
◆応募フォーム　http://www.iwate-np.co.jp/

申込締切／
1月28日（日）消印有効

◎花巻ICから車で約5分　◎JR花巻駅から車で約15分
◎JR花巻空港駅から車で約10分
◎JR新花巻駅から車で約20分
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花巻温泉
ホテル千秋閣
（花巻市湯本1-125）

※JR花巻駅から路線
　バスが出ております。

湯本小 湯本中
〒 湯本診療所

地域防災力向上シンポジウム in 岩手
会場：花巻温泉ホテル千秋閣
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